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日本農林規格の見直しについて

「手延べ干しめん」

平成２０年１２月２日 農林物資規格調査会総会





手延べ干しめんの日本農林規格の見直しについて（案）

平成２０年１２月２日

農 林 水 産 省

１ 趣旨

農林物資の規格化及び品質表示の適正化に関する法律（昭和２５年法律第１７

） 「 」５号 第１０条の規定及び ＪＡＳ規格及び品質表示基準の制定・見直しの基準

（平成１７年８月農林物資規格調査会決定）に基づき、手延べ干しめんの日本農

林規格（平成１６年６月１８日農林水産省告示第１１８９号）について、特色規

格の性格を有するものとして、所要の見直しを行う。

２ 内容

現在の製造の実情等を踏まえ、熟成期間について、かけば工程と小引き工程の

間の工程における最低熟成期間を１時間に短縮する等の改正を行う。



手延べ干しめんについて

１ 規格の位置づけ

手延べ干しめんは、手作業の工程及び熟成期間等に明確な特色があり 手、

延べ干しめんの日本農林規格は「特色規格」として位置づけられる。

２ 生産状況及び規格の利用実態

・製造業者数：１，５００（うち、ＪＡＳ格付業者数：３）

（単位：トン）

種 類 Ｈ１７ Ｈ１８

生産数量 4,638 3,178

手延べうどん 格付数量 57 45

格付率(%) 1.2 1.4

生産数量 4,010 3,379

手延べひやむぎ 格付数量 0 0

格付率(%) 0.0 0.0

生産数量 54,137 44,037

手延べそうめん 格付数量 2 2

格付率(%) 0.0 0.0

生産数量 62,785 50,594

合 計 格付数量 59 47

格付率(%) 0.1 0.1

・他法令での引用は特になし

３ 将来の見通し

生産数量は減少傾向にあり、今後も同様の傾向と思われるが、格付数量はこの改正

により増加すると思われる。

４ 国際的な規格の動向

特になし



手延べ干しめんの製造工程
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手延べ干しめんの日本農林規格の改正概要

１ 定義の変更

（改正内容）

・ 製造の実態を踏まえ 「食塩及び水」を「食塩水」に変更する。、

・ めんの形状については、規定する必要がないことから削除する。

(定義）

用 語 改 正 案 現 行

手延べ干 次に掲げるものをいう。 次に掲げるものをいう。

しめん １ 小麦粉に食塩水を加えて練り合わ １ 小麦粉に食塩及び水を加えて練り

せた後、食用植物油又はでん粉を塗 合せた後、食用植物油又はでん粉を

付してよりをかけながら順次引き延 塗付してよりをかけながら順次引き

ばしてめんとし、乾燥したものであ 延ばして丸棒状又は帯状のめんと

って、第３条の規格を満たす方法に し、乾燥したものであって、第３条

より生産されたもの の規格を満たす方法により生産され

たもの

２ 手延べ干しめんの規格の変更

（改正内容）

・ 定義と同様に「食塩及び水」を「食塩水」に変更する。

・ 手延べ干しめんの製造の実態を踏まえ、かけば工程と小引き工程の間の工程におけ

る最低熟成期間を「１時間」に変更する。

(手延べ干しめんの規格）

事 項 改 正 案 現 行

熟成期間 熟成が次の期間以上行われているこ 熟成が次の期間以上行われているこ

と。 と。

１ 混合工程（小麦粉に食塩水を加え １ 混合工程（小麦粉に食塩及び水を

て練り合わせることをいう ）とか 加えて練り合わせることをいう ）。 。

けば工程の間の工程における熟成に とかけば工程の間の工程における熟

ついては、６時間（長径を１．７㎜ 成については、６時間（長径を１．

以上に成形するものにあっては、３ ７㎜以上に成形するものにあって

時間） は、３時間）

２ かけば工程と小引き工程の間の工 ２ かけば工程と小引き工程の間の工

程における熟成については、１時間 程における熟成については、３時間
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手延べ干しめんの日本農林規格（平成16年６月18日農林水産省告示第1189号）一部改正案新旧対照表

改 正 案 現 行

（適用の範囲） （適用の範囲）

第１条 （略） 第１条 この規格は、手延べ干しめんに適用する。

（定義） （定義）

第２条 この規格において、次の表の左欄の掲げる用語の定義は、それぞれ同表の右欄に掲げるとお 第２条 この規格において、次の表の左欄の掲げる用語の定義は、それぞれ同表の右欄に掲げるとお

りとする。 りとする。

用 語 定 義 用 語 定 義

手延べ干しめん 次に掲げるものをいう。 手延べ干しめん 次に掲げるものをいう。

１ 小麦粉に食塩水を加えて練り合せた後、食用植物油又はでん粉を塗付して １ 小麦粉に食塩及び水を加えて練り合せた後、食用植物油又はでん粉を塗付

よりをかけながら順次引き延ばしてめんとし、乾燥したものであって、第３ してよりをかけながら順次引き延ばして丸棒状又は帯状のめんとし、乾燥し

条の規格を満たす方法により生産されたもの たものであって、第３条の規格を満たす方法により生産されたもの

２ （略） ２ １に調味料又はやくみを添付したもの

熟成 （略） 熟成 めんの生地又はめん線を常温で一定期間放置することにより、次に掲げる変化

を生じさせることをいう。

１ めんの生地については、水分の均一化

２ めん線については、それを引き延ばすことにより生じるグルテンの構造の

ゆがみの復元

（手延べ干しめんの規格） （手延べ干しめんの規格）

第３条 手延べ干しめんの規格は、次のとおりとする。 第３条 手延べ干しめんの規格は、次のとおりとする。

事 項 基 準 事 項 基 準

小麦粉に対する （略） 小麦粉に対する 45％以上であること。

食塩水の配合割 食塩水の配合割

合 合

手作業の工程 （略） 手作業の工程 小引き工程（かけば工程（よりをかけ、交ささせつつめん線を平行稈にかける
かん

ことをいう。以下同じ。）を経ためん線を引き延ばすことをいう。以下同じ。

）から門干し工程（乾燥用ハタを使用してめん線を引き延ばしてめんとし、乾

燥することをいう。以下同じ。）までの間において、めん線を引き延ばす行為

のすべてを手作業により行っていること。

熟成期間 熟成が次の期間以上行われていること。 熟成期間 熟成が次の期間以上行われていること。

１ 混合工程（小麦粉に食塩水を加えて練り合わせることをいう。）とかけば １ 混合工程（小麦粉に食塩及び水を加えて練り合わせることをいう。）とか

工程の間の工程における熟成については、６時間（長径を1.7㎜以上に成形 けば工程の間の工程における熟成については、６時間（長径を1.7㎜以上に

するものにあっては、３時間） 成形するものにあっては、３時間）

２ かけば工程と小引き工程の間の工程における熟成については、１時間 ２ かけば工程と小引き工程の間の工程における熟成については、３時間

３ （略） ３ 小引き工程と門干し工程の間の工程及び門干し工程における熟成について

は、合計12時間



農林物資規格調査会部会議事次第

日時：平成２０年６月２７日（金）

１４時～

場所：農林水産省第２特別会議室

１ 開会

２ 表示・規格課長挨拶

３ 議題

(１）日本農林規格の見直しについて

・即席めん類の日本農林規格

・生タイプ即席めんの日本農林規格

・乾めん類の日本農林規格

・手延べ干しめんの日本農林規格

・乾燥スープの日本農林規格

（２）品質表示基準の見直しについて

・即席めん類品質表示基準

・生タイプ即席めん品質表示基準

・乾めん類品質表示基準

・乾燥スープ品質表示基準

（３）その他

４ 閉会

配付資料

１ 農林物資規格調査会部会委員名簿

２ 即席めん類の日本農林規格及び生タイプ即席めんの日本農林規格の見直しに

ついて（案）

３ 乾めん類の日本農林規格の見直しについて（案）

４ 手延べ干しめんの日本農林規格の見直しについて（案）

５ 乾燥スープの日本農林規格の見直しについて（案）

６ 即席めん類品質表示基準及び生タイプ即席めん品質表示基準の見直しについ

て（案）

７ 乾めん類品質表示基準の見直しについて（案）

８ 乾燥スープ品質表示基準の見直しについて（案）

９ ＪＡＳ規格及び品質表示基準の制定・見直しの基準



農林物資規格調査会部会委員名簿

氏 名 役 職

◎ 石井 胖行 財団法人食品産業センター参与

◎ 石和 祥子 消費科学連合会副会長

◎ 香西 みどり お茶の水女子大学大学院人間文化創成科学研究科教授

◎ 仲田 恵利子 関西生活者連合会理事

◎ 並木 利昭 日本スーパーマーケット協会専務理事

○ 粟生 美世 社団法人栄養改善普及会理事

○ 安藤 剛久 全国乾麺協同組合連合会専務理事

○ 井上 猛 兵庫県手延素麺協同組合代表理事

○ 川崎 一平 クノール食品株式会社開発工業化センター長

○ 澤木 佐重子 社団法人全国消費生活相談員協会

○ 田丸 せつ子 全国生活学校連絡協議会副会長

○ 徳永 瑛子 日本主婦連合会副会長

○ 長谷川 朝惠 消費者（消費生活アドバイザー）

○ 堀江 雅子 財団法人ベターホーム協会常務理事

○ 松井 千輝 公募委員

○ 松尾 伸二 日清食品株式会社中央研究所食品開発部課長

○ 山根 香織 主婦連合会副会長

（注）◎：農林物資規格調査会委員 （五十音順、敬称略）

○：農林物資規格調査会専門委員



パブリック・コメント等募集結果

規制の設定又は改廃に係る意見の提出手続きに寄せられた意見・情報

（手延べ干しめんの日本農林規格の改正案）

１．改正案に係る意見・情報の募集の概要（募集期間：H20.7.14～H20.8.12）

受付件数 なし

２．事前意図公告によるコメント（募集期間：H20.10.6～H20.11.23)

受付件数 なし
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